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序　　文

歴史都市京都は、平安京建設以来の永くそして由緒ある歴史を蓄積しており、さらに

平安京以前に遡るはるかなむかしの、貴重な文化財も今なお多く地下に埋もれています。

財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、昭和 51 年（1976）設立以来、これまでに市内

に点在する数多くの遺跡の発掘調査を実施し、地中に埋もれていた京都の過去の姿を多

く明らかにしてきました。

これらの調査成果は現地説明会、京都市考古資料館での展示、写真展あるいはホーム

ページを通じて広く公開し、市民の皆様に京都の歴史に対し、関心を深めていただける

よう努めております。

このたび、道路整備事業に伴う大藪遺跡・大藪城跡の発掘調査成果をここに報告いた

します。本報告書の内容につきまして御意見、御批評をお聞かせいただけますようお願

い申し上げます。

末尾ではありますが、当遺跡の調査に際して御協力ならびに御支援たまわりました関

係各位に厚く感謝し、御礼申し上げます。

平成 22年 11月

財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　川　上　　　貢



例　　言

１	 遺　跡　名	 大藪遺跡・大藪城跡

２	 調査所在地	 京都市南区久世大藪町・築山町地内

３	 委　託　者	 京都市長　門川大作

４	 調	査	期	間	 2010 年４月 15日〜 2010 年７月 23日

５	 調	査	面	積	 760 ㎡

６	 調査担当者	 木下保明・近藤章子

７	 使	用	地	図	 	京都市発行の都市計画基本図（縮尺１：2,500）「久世」を参考にし、作

成した。

８	 使用測地系	 	世界測地系　平面直角座標系Ⅵ（ただし、単位	( ｍ )	を省略した）

９	 使	用	標	高	 	T.P.：東京湾平均海面高度

10	 使用土色名	 	農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版　標準土色帖』に準じた。

11	 遺構表示記号	 奈良文化財研究所の用例を一部調整して使用した。

	 	 	SA：柵、SB：掘立柱建物、SD：溝・堀、SE：井戸、SK：土坑、

	 	 SL：畦畔、SN：水田

12	 遺	構	番	号	 現場で付けた番号を使用し、遺構表示記号を前につけた。

13	 遺	物	番	号	 通し番号を付し、写真番号も同一とした。

14	 本	書	作	成	 木下保明・近藤章子・竜子正彦

15	 備	　	　	考	 	上記以外に調査・整理ならびに本書作成には、資料業務職員および調査

業務職員があたった。

（調査地点図）
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大藪遺跡・大藪城跡

１．調査経過

（１）調査に至る経緯

本調査は、国道 171 号線と国道１号線を結ぶ都市計画道路（3.3.132 向日町上鳥羽線）の整備

事業に伴って実施した発掘調査である。調査地は、京都市南区久世大藪町・築山町地内に位置し、

弥生時代から平安時代にかけての集落遺跡である大藪遺跡、中世の居館跡である大藪城跡に含ま

れている。

調査に先立ち、京都市建設局道路建設課、京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課（以

下「文化財保護課」という。）、財団法人京都市埋蔵文化財研究所で協議し、調査区の位置の確定、

近隣住民への説明など事前調整を実施した。

（２）調査の経過

調査は 2010 年４月 15日に、フェンス・プレハブの設置などの付帯工事を実施することから開

始した。

調査区は大きく２箇所の調査区に分かれ、西側の調査区を１区、東側の調査区を２区とした。

また、１区では、敷地内で掘削土を処理する必要があったため、東西に二分して調査を実施した。

本格的調査は、４月 19日から１区の東半部の重機掘削を開始し、７月 23日に終了した。

調査中、文化財保護課の現地指導を、４月 19 日、４月 23 日、５月 10 日、５月 18 日、６月

９日、６月 28日の計６回受けた。また、当研究所の検証委員である鈴木久男氏（京都産業大学教

授）、高	正	龍氏（立命館大学教授）の臨検を、４月 21日（鈴木・高教授）、７月６日（鈴木教授）、

７月７日（高教授）の計３回受けた。
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図１　調査前全景（西から） 図２　作業風景



２．位置と環境

（１）位置と環境

調査地は京都市の南西部にあたり、国道 171 号線の東約 400 ｍの大藪集落内に位置し、西を向

日丘陵、東を桂川に挟まれた、桂川の後背湿地から微高地に移る地点に立地し、大藪遺跡・大藪

城跡のどちらとも遺跡の東限近くにあたっている。大藪集落は、中央を南北に縦断する旧西国街

道に繋がる古くからの道路である大藪街道に沿って営まれた南北に細長い集落である。大藪の名

は、暦応三年（1340）の上久世庄絵図に「本久世　大ヤフ」と記された小規模な京郊荘園として

登場する。その後、在地の有力者によって大藪城が造営されたとするが、築造年代、存続期間な

ど詳細は不明である。
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図３　調査区および周辺の調査位置図（１：5.000）
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表１　周辺の調査一覧表



（２）周辺の調査（表１、図３）

大藪遺跡・大藪城跡内で、実施された発掘調査・広域の立会調査は 14箇所に及んでいる。その

うち大藪城跡の調査は２件ある。1988 年に久世大藪町 291 番で宅地造成に伴って実施された調

査（図３－９）では、掘立柱建物３棟、柱穴、井戸３基、土坑、溝などが検出されている。また、

近世になっても整地を繰り返しながら、集落が継続して営まれ現代に至っていることがわかった。

土師器の皿、瓦器の椀・鍋・釜、焼締陶器の甕・擂鉢、漆器椀、金属製品の包丁・銭貨などの遺

物が出土している。1999 年から 2000 年にかけて実施された街路建設工事に伴って実施された調

査（図３－ 12）は、東西４間×南北３間、東西６間×南北５間の２棟を含む掘立柱建物５棟、柱

穴、柵、井戸、園池、溝、堀などが検出され、堀で区画された中に建物・井戸などが整然と配置

されていることが明らかになった。調査地の西端で検出された南北方向の溝は、大藪城跡の西限

の堀と考えられる。今回の調査で検出した区画溝と繋がる東西溝も検出されている。土師器の皿、

瓦器の鍋・羽釜、漆器椀、木製品の下駄・柄杓・木球・箸・曲物、石製品の砥石、金属製品の小刀・

銭貨・鎌、土製品の鏡の鋳型・羽口などの遺物が出土している。限られた範囲での調査ではあるが、

大藪城跡の実態・変遷を知る上での貴重な成果である。
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図４　調査区配置図（１：1,000）



３．遺　　構

（１）遺構の概要（表２）

１区で検出した主な遺構は、室町時代後期から江戸時代初期の掘立柱建物（SB１〜３）、柵（SA

４）、柱穴、堀（SD40・255）、溝（SD151・170・341）、土坑（SK60・342・365・370）、江

戸時代後期の整地層、耕作に伴う溝（SD29・39）、井戸（SE160・175）、土坑（SK１・139・

141・150・182・183）、柱穴などがある。

２区で検出した遺構には、長岡京期の土坑（SK６・７）、室町時代の溝（SD５）、水田（SN１・

２）、畦畔（SL３）、江戸時代後期の土坑（SK４）がある。

（２）１区の遺構

１）基本層序（図５）

基本層序は、東半部は現代盛土・近代耕作土の下は近世の耕作土が堆積し、次に江戸時代後期

の遺物を含む整地層が堆積している。西半部では現代盛土の下に、大きく上下に分かれる江戸時

代後期の整地層が堆積している。上部の整地層（図５の網掛け部分）は調査区の西半部のみでの

検出である。一部版築状に、厚さ１〜２㎝の砂・粘土の互層が縞状に整地されている。また、地

盤が軟弱な部分には拳大から人頭大の石を入れて、不等沈下を防いでいる箇所も確認された。下

の整地層は調査区全体にみられ、その下が室町時代後期から江戸時代初期の遺構面となる地山と

なる。調査区の東端は下水の竪坑を造成時に攪乱・土壌改良がされたため、調査の対象からはず

した。

江戸時代後期の遺構面は、上部の整地層と下部の整地層の上面の２面に分かれる。上層の遺構

面を江戸時代後期１とし、下面を江戸時代後期２の遺構面とした。ただし、江戸時代後期２の遺

構の大半は室町時代の遺構面で検出した。

２）室町時代後期から江戸時代初期の遺構（図６〜 11、図版１〜４）

SB１（図７、図版２・３）		調査区の東端で検出した、南北２間×東西２間以上の東西棟の掘立
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表２　遺構概要表
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図５　１区南壁・東壁断面図（１：100）
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図６　１区遺構平面図１［室町時代後期から江戸時代初期］（１：200）



柱建物である。北西隅の柱穴（P77）では、柱根と根固めの石が認められた。南北の柱間距離は 2.1

ｍ、東西の柱間距離は 1.8 ｍである。

SB２（図８、図版２・３）	 	 SB １の北西隅と重なって検出した、南北１間×東西１間の掘立柱

建物である。西側の柱間距離（1.8 ｍ）より東側の柱間距離（2.4 ｍ）が長くて平面が台形となる。

東西の柱間距離はどちらも 2.1 ｍである。すべての柱穴に根石が据えられている。南西隅の柱穴

（P121）には、根石の上に高さと水平を調節するための礎板が２枚敷かれ、その上に長さ 50㎝、

幅 18㎝の柱が据え付けられている。櫓のような特殊な建物と思われる。

SB３（図９）		調査区の南西隅で検出した、南北３間×東西１間以上の掘立柱建物である。根石

を２段に重ねた柱穴（P316）がある。南北の柱間距離は、北から 1.0 ｍ、1.4 ｍ、1.0 ｍ、東西の

柱間距離は 1.3 ｍである。

SA４（図９）		調査区の西辺で検出した、２間分の東西方向の柱列である。柱間距離は 1.3 ｍで

ある。SD170 の北肩と平行に、約 0.6 ｍ北に位置する。
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図７　１区 SB１実測図（１：50）



P234（図６、図版３）		調査区北西隅で検出した、径約 0.35mの円形の柱穴である。一辺約 0.1m

の方形の柱根が残る。埋土はにぶい黄褐色砂質土で、土師質土器の小壷が出土している。

SD40（図５・６）		調査区の東半で検出した、底部が平坦な浅い堀状の南北方向の溝である。幅

約 16ｍ、深さ 0.2 〜 0.3 ｍで、埋土はオリーブ褐色砂質土にマンガン粒が混じっている。江戸時

代まで溝として機能していた可能性があり、江戸時代後期の遺物を含む整地層によって埋められ

ている。したがって、SD40 で取り上げた遺物の大半は整地層出土遺物として取り扱った。土師

器の皿、輸入青磁の椀、瓦などが出土している。

SD41（図５・６）		SD40 の東肩沿いの下部で検出した、南北方向の溝である。幅 0.9 〜 1.1 ｍ、

深さ 0.3 〜 0.5 ｍである。両肩はほぼ垂直におち、埋土は暗灰黄色シルトで、土師器の皿、土師

質土器の小壷、施釉陶器の椀・皿などが出土している。

SD50（図５・６）		SD40 の底部のほぼ中央で検出した南北方向の溝で、南端で西に流れを変える。

北半で底部は２段になる。幅 3.2 〜 3.6 ｍ、深さは北半の西部は 0.2 〜 0.3 ｍ、東部が 0.45 〜 0.55

ｍである。埋土は黄灰色シルトで、土師器の皿、輸入青磁の椀、施釉陶器の椀・皿、焼締陶器の甕、
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図８　１区 SB２実測図（１：50）
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図９　１区 SB３・SA４実測図（１：50）



木製品の椀、柿経と思われる薄板に墨書したもの、鉄滓などが出土している。

SD103（図６）	 	調査区の北東隅で検出した東西方向の溝である。南肩のみの検出で幅は不明で

あるが 0.5 ｍ以上、深さは 0.3 ｍである。埋土はにぶい黄褐色砂質土で、土師器の皿などが出土

している。

SD114（図５・６）	 	 SD40 の西肩沿いの下部で検出した、若干西にふれるが、ほぼ南北方向の

溝である。幅 1.9 〜 2.1 ｍ、深さ 0.3 〜 0.5 ｍである。埋土は黄灰色シルトで、土師器の皿、瓦器

の鍋、施釉陶器の椀、焼締陶器の甕・擂鉢、鉄滓などが出土している。

SD40・41・50・114 は、同一の堀として機能していた時期があったと思われる。

SD255（図５・６）	 	調査区の中央部で検出した南北方向の堀状の溝である。SD40 より約 0.5

ｍ間をおいた西側に位置し、北部で SD151 と合流する。合流部は、馬の背状になり浅くなる。幅

7.7 〜 8.6 ｍ、深さ 0.25 〜 0.35 ｍである。埋土は暗灰黄色砂質土で、土師器の皿、土師質土器の

焙烙、瓦器の壷・鍋・羽釜・火舎・香炉、施釉陶器の椀・皿、焼締陶器の甕・擂鉢、木製品の椀・箸・

木球・曲物・柄杓・下駄、金属製品の煙管、土製品の羽口、鉄滓、弥生時代の石器（石刀）など

が出土している。

SD323（図５・６）	 	 SD255 の西肩沿いの下部で検出した、南北方向の溝である。北端は

SD151 との合流部で途切れる。幅 2.1 〜 3.1 ｍ、深さ 0.3 〜 0.5 ｍである。埋土は３層に分かれ、

上層より灰色シルト、灰色粘質土、灰オリーブ色粘質土の順に堆積している。土師器の皿、土師

質土器の焙烙、瓦器の鍋・火舎、施釉陶器の椀、焼締陶器の甕・擂鉢、木製品の漆器椀・下駄、

鉄滓などが出土している。

SD255 と、同一の堀として機能していた時期があったと思われる。

SD151（図 10）	 	調査区の西半部北端で検出した、東西方向の溝である。南肩のみの検出で幅

は不明であるが 1.2 ｍ以上、深さは 0.3 〜 0.6 ｍである。埋土は３層に分かれ、上よりオリーブ褐

色砂質土、暗灰黄色砂質土、灰色砂質土の順に堆積している。土師器の皿・羽釜、瓦器の鍋・羽釜、

施釉陶器の椀、焼締陶器の壷・甕・擂鉢、木製品の曲物、金属製品の小刀、石製品の硯、鉄滓な

どが出土している。

SD170（図 10）	 	調査区の西半で検出した溝で、調査区の西端から東へ約 11.2 ｍで東西方向の

流れを直角に南に変え、屈曲点より約 6.1 ｍで再び東に方向を転換して SD255 に合流する。幅 1.5

〜 2.5 ｍ、深さ 0.2 〜 0.5 ｍである。埋土は基本的に３層に分かれ、上からオリーブ褐色砂質土、

褐灰色砂質土、灰色粘質土の順に堆積している。溝内では、数箇所で土師器の皿の完形品を含め

多くの遺物が密集して出土している。主な出土遺物には、土師器の皿、土師質土器の焙烙、瓦器

の椀・壷・鍋・羽釜、施釉陶器の椀・皿、焼締陶器の甕・擂鉢、木製品の折敷、土製品の羽口な

どがある。屋敷地を区画する溝と考えられる。

SD341（図 10）	 	 SD151 と SD255 の合流部の角に沿って検出した、鉤形の溝である。掘立柱

建物や柱穴群が立地する微高地から、溝（堀）に移る傾斜変換点に掘られている。幅 0.3 〜 0.6 ｍ、

深さ 0.2 〜 0.4 ｍである。埋土は灰色粘質土で、鉄滓が出土している。

－ 12－



－ 13－

図 10　１区 SD151・170・341、SK60 断面図、SK342・365 実測図（１：50）



SK60（図 10）	 	西半部を SD40・41 が掘られてい

るので、全体の形状・規模は不明である。残存長は 3.2

ｍ、深さは 0.5 ｍである。埋土は上層がにぶい黄褐色

砂質土、下層は暗灰黄色砂質土で、土師器の皿、瓦器

の羽釜、焼締陶器の甕などが出土している。

SK98（図６、図版３）	 	調査区の北東部、SD40 の

底部で、検出した矩形の土坑である。東側は、SD41

と繋がる。北肩と西肩の北半に径 0.05 ｍの丸杭の痕

跡が残る。長さ 3.75 ｍ、幅 1.3 ｍ、深さ 0.3 ｍである。

埋土はオリーブ褐色砂質土で、石製品の砥石が出土し

ている。SD41 に併設された施設の可能性が考えられ

る。

SK99（図６）	 	調査区の東半部、SD40 の底部で検

出した、不定形な土坑である。長さ 2.5 ｍ、幅 2.25

ｍ、深さ0.25ｍである。埋土は上層が暗灰黄色砂質土、

下層が黄褐色粘質土で、土師器の皿、瓦器の羽釜が出土している。

SK342（図 10）	 	 SD255 との合流点手前の SD170 の底部で検出した、楕円形の土坑である。

長軸 1.4 ｍ、短軸 1.2 ｍ、深さは約 1.5 ｍまで確認した。埋土は上層が褐灰色砂質土、下層は褐灰

色粘質土で、土師器の皿、瓦器の椀、焼締陶器の甕、板状の木製品などが出土している。

SK365（図 10）		調査区の西部の SD170 の底部で検出した、楕円形の土坑である。長軸 1.5 ｍ、

短軸 1.25 ｍ、深さは 1.5 ｍである。埋土は灰色シルトが主体で、土師器の甕、焼締陶器の甕・擂

鉢などが出土している。

SK370（図 11）		調査区の中央部の SD255 の底部で検出した、ダルマ形の土坑である。長さ 0.7

ｍ、北側の小円部の幅は 0.3 ｍ、南側の大円部の幅は 0.65 ｍである。小円部は深さ 0.1 ｍと浅く

径 0.1 〜 0.15 ｍの礫が積み上げられている。大円部の深さは 0.25 ｍで、埋土はオリーブ褐色砂

質土・黄灰色砂質土を主体とし、焼土塊・炭が多く含まれている。土師器の皿、土師質土器の小

壷などが出土している。鋳造に関連する遺構と思われる。

３）江戸時代後期２の遺構（図 12〜 14、図版５〜７）

SE160（図 13）		調査区の西部で検出した、長軸 2.4 ｍ、短軸 2.1 ｍの楕円形の掘形をもつ、内

径約 0.9 ｍ、深さ 1.8 ｍ以上の円形石組井戸である。石組は、長さ 0.15 〜 0.35 ｍ、幅 0.05 〜 0.15

ｍ大の短冊状の河原石を小口を内に向けて積み上げている。下部になると、大きな石の側面を内

側にして据えた箇所も認められる。石組は検出面から約 0.9 ｍで検出しており、上部は廃棄時に

破壊されたと思われる。図 13の１〜８層は廃棄時の堆積層、９・10層は掘形の埋土で、石組内

の埋土は暗灰黄色砂質土である。土師器の皿、土師質土器の焙烙、施釉陶器の椀、焼締陶器の甕・
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図 11　１区 SK370 実測図（１：20）
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図 12　１区遺構平面図２［江戸時代後期２］（１：200）
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図 13　１区 SE160・175、SK147 実測図（１：50）



擂鉢、染付磁器の椀・皿、石製品の砥石、金属製品の銭貨（天聖元寳・元祐通寳）などが出土し

ている。

SE175（図 13）		SE160 の南東約 1.0 ｍで検出した、径約 1.5 ｍの円形の掘形をもつ井戸である。

円形の桶を上下２段に積んで井戸枠としている。上段の桶は径 0.74 ｍ、高さ 0.7 ｍで、18 枚の

榑板が用いられている。下段の桶は径 0.7 ｍ、高さは 0.35 ｍ以上で、上段の桶と７〜 10㎝重なっ

て入る。榑板は 18枚である。深さは 1.1 ｍ以上で、枠内の埋土は上からにぶい黄褐色砂質土、褐

灰色シルトの順に堆積している。土師器の皿、施釉陶器の椀・鉢、焼締陶器の擂鉢、染付磁器の椀・

瓦などが出土している。

SK１（図 14）	 	調査区の東部で検出した、矩形の土坑である。長さ 0.75、幅 0.5 ｍ、深さ 0.3

ｍである。埋土は２層に分かれ、上層は暗オリーブ色シルト、下層は暗緑灰色粘質土である。土

師器の皿、焼締陶器の擂鉢などが出土している。

SK147（図 13）	 	調査区の北西隅で検出した、径 1.5 ｍ、深さ 0.25 ｍの円形の土坑である。土

坑内には箍が検出されるなど、径 1.35 ｍの桶を据え付けた痕跡が認められた。桶内の埋土は２層

に分かれ、上層は黄褐色砂質土、下層は暗灰黄色粘質土である。土師器の皿、焼締陶器の甕、染

付磁器の椀などが出土している。

SK150（図 14）	 	調査区の西部で検出した、矩形の土坑である。長さ 0.95 ｍ、幅 0.55 ｍ、深

さ 0.35 ｍである。埋土は上から黄褐色細砂、褐色砂質土、褐灰色粘質土、暗灰黄色粘質土、黄灰

色粘質土の順に堆積している。土師器の皿、土師質土器の焙烙、施釉陶器の椀、焼締陶器の甕・

擂鉢、染付磁器の椀などが出土している。

SK155（図 12）		調査区の西端で検出した、不整円形の土坑で、北側を他の土坑に切られている。

東西幅 2.0 ｍ、深さ 0.1 ｍである。埋土は褐色粘質土で、土師器の皿、施釉陶器の椀、金属製品

の銭貨（元豊通寳）、鉄滓が出土している。

SK182（図 14）		調査区の西部で検出した、南北に長い短冊形の土坑である。長さ 2.1 ｍ、幅 0.5

ｍ、深さ 0.55 ｍである。埋土は上からオリーブ褐色粘質土、灰色粘質土、暗緑灰色粘土の順に堆

積している。施釉陶器の椀、焼締陶器の擂鉢、木製品の下駄、土製品の鈴などが出土している。

SK183（図14）		SK182のすぐ南で検出した、南北に長い矩形の土坑である。長さ1.85ｍ、幅0.6

ｍ、深さ 0.75 ｍである。埋土は灰色粘質土が主体で、土師器の皿、土師質土器の焙烙、施釉陶器

の椀、染付磁器の椀などが出土している。

SK185（図 12）		SK183 の南西隅に接して検出した、東西に長い矩形の土坑である。長さ 1.5 ｍ、

幅 0.8 ｍである。底部は東西で２段になり、深さは西が 0.25 ｍ、東が 0.5 ｍである。埋土は灰色

粘質土が主体で、土師器の皿、施釉陶器の椀、染付磁器の椀・仏飯器、土製品の人形が出土している。

SK245（図 12）	 	調査区の中央部の南壁付近で検出した、不整方形の土坑である。東肩に２箇

所、南肩に１箇所径約 0.05 ｍの丸杭が打ち込まれている。底部の中央やや北に寄った所に径 0.25

ｍの円形の土坑が穿たれ、その中に底を抜いた桶が据え付けられている。桶は上下２段に竹の箍

で結い止めた径 15㎝、高さ 12.5 ㎝の小型で、９枚の榑板からなり、その内の１枚には縦 1.5 ㎝、
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横 2.5 ㎝の矩形の孔が穿たれている。埋土は灰色粘質土が主体で、土師器の皿、土師質土器の焙烙、

焼締陶器の甕・擂鉢、染付磁器の椀などが出土している。

SK250（図 12）		調査区の中央部で検出した、東西に長い楕円形の土坑である。長軸 3.4 ｍ、短

軸 2.05 ｍ、深さ 0.25 ｍである。埋土は２層に分かれ、上層は灰色砂質土、下層はオリーブ黒色

砂質土である。土師器の皿、土師質土器の鉢・焙烙、施釉陶器の椀、焼締陶器の擂鉢、染付磁器

－ 18－

図 14　１区 SK１・150・182・183 実測図（１：50）



の椀などが出土している。

SK265（図 12）		SK250 の東で検出した、南北に長い矩形の土坑である。長さ 1.55 ｍ、幅 0.8 ｍ、

深さ 0.65 ｍである。埋土は上から黒色砂質土、灰色シルト、オリーブ黒色粘質土の順に堆積して

いる。土師器の皿、施釉陶器の椀、焼締陶器の擂鉢、染付磁器の椀、木製品の木札などが出土し

ている。

SK321（図 12）	 	 SK245 の南東で検出された土坑である。南側が調査区外にのびるため、全体

の形状・規模は不明である。東西幅は 2.35 ｍ、深さ 0.6 ｍである。埋土は上からオリーブ褐色砂

質土、黄褐色砂質土、黄灰色砂質土の順に堆積している。土師質土器の焙烙、施釉陶器の鉢、焼

締陶器の甕、染付磁器の壷、木製品の漆器の皿、石製品の硯などが出土している。SK322 を切っ

ている。

SK322（図 12）	 	 SK321 の西側で検出した土坑である。南側が調査区外にのびるため、全体の

形状・規模は不明である。東西幅は 1.5 ｍ、深さ 0.5 ｍである。埋土は上から暗灰黄色砂質土、黄

灰色砂質土、灰色粘質土の順に堆積している。土師器の皿、土師質土器の焙烙、施釉陶器の皿な

どが出土している。

SK376（図 12）		SK322 の底部の北東隅で検出した、径 0.3 ｍ、深さ 0.2 ｍの円形の土坑である。

埋土は灰色粘質土で、土師器の皿、木製品の下駄・折敷が出土している。

４）江戸時代後期１の遺構（図 15・16、図版５〜７）

小溝群（図 15）		西半部より一段下がった調査区の東半部で検出した、南北方向の小溝群で、耕

作に関連するものと思われる。幅 0.15 〜 0.4 ｍ、深さ 0.05 〜 0.1 ｍである。

SD29（図 15）		調査区の東部で検出した、南北方向の溝である。幅 0.4 〜 0.5 ｍ、深さ 0.15 〜

0.25 ｍである。埋土はにぶい黄褐色砂質土で、底部よりやや上に割竹を敷き並べており、耕作用

の暗渠であろう。

SD39（図 15）		調査区の東部の南壁沿いで検出した、若干東で北にふれるが東西方向の溝である。

幅 0.15 〜 0.2 ｍ、深さ 0.2 ｍである。埋土は灰黄褐色砂質土で、土師器の皿が出土している。耕

作用の暗渠であろう。SD29 を切っている。

SD145（図 16）		調査区の中央部で検出した、南北方向の溝である。溝内に径５〜 15㎝の河原

石を乱雑に詰め込んでいる。幅 0.4 〜 0.6 ｍ、深さ約 0.3 ｍである。土師器の皿、施釉陶器の椀、

焼締陶器の甕、瓦などが出土している。土蔵などの建物の基礎と考えられる。

SK139（図 16）		調査区の中央部で検出した、径約 1.7 ｍの円形の土坑である。下部に径 1.25 ｍ、

高さ 0.3 ｍのたらい状の桶を据え、桶の側板の上に約 0.4 ｍの高さの漆喰の枠を取り付けている。

枠内が約 0.15 ｍ埋まった段階で、漆喰で新たに底を貼り直している。その際、漆喰底のすぐ下に

幅約 0.15 ｍの板材を敷いている。桶には榑板に 29枚、底板として７枚の板材が用いられている。

枠内の埋土は漆喰底より上はオリーブ褐色砂質土、下では黄褐色砂質土が主体である。土師器の皿、

施釉陶器の椀・急須、焼締陶器の甕・擂鉢、染付磁器の椀、金属製品の銭貨（永楽通寳）、瓦など
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図 15　１区遺構平面図３［江戸時代後期１］（１：200）



が出土している。

SK141（図 16）		調査区の東部で検出した不整楕円形の土坑である。長軸 1.45 ｍ、短軸 1.05 ｍ、

深さ 0.1 ｍである。埋土は褐色粘質土で、土師器の皿、施釉陶器の鉢・水、焼締陶器の甕・壷・擂鉢、

石製品の砥石などが出土している。
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図 16　１区 SK141、SD145 平面図、SK139 実測図（１：50）



（３）２区の遺構

１）基本層序（図 17、図版８）

基本層序は、現代耕作土の下は近世の耕作土（図 17－１〜４層）で、その下は地山となる。地

山は削り出されて水田畦畔として利用され、その南北は中世の水田耕作土の堆積層（図 17－５〜

10層）となる。地山はオリーブ褐色粘質土でマンガン粒が混じっている。

２）長岡京期の遺構

SK６（図17、図版８）		調査区の北西隅で検出した土坑である。南側をSN１に切られているため、

規模・形状は不明である。東西幅 0.4 ｍ、南北幅 0.3 ｍ以上、深さ 0.05 ｍである。埋土は灰黄褐

色砂質土で、土師器の甕が出土している。

SK７（図 17、図版８）		SK６の北側で検出した土坑である。北側を SN２に切られているため、

規模・形状は不明である。東西幅 0.55 ｍ、南北幅 0.4 ｍ以上、深さ 0.15 ｍである。埋土は灰黄

褐色砂質土で、土師器の皿・甕、須恵器の杯身が出土している。

３）室町時代の遺構

SL３（図 17）		長岡京期の遺構面を削り出して形成された、断面台形の東西方向の畦畔である。

上端の幅は 0.4 〜 0.6 ｍ、下端の幅は 1.1 〜 1.2 ｍである。なお、この畦畔は古地図によると条里

の坪境の位置にあたっている。

SN１（図 17）	 	 SL ３の南側で検出した水田遺構である。耕作土は東側で１層、西側では３層

に分かれる。深さは東側で 0.1 ｍ、西側では 0.35 ｍである。土師器の皿、瓦器の椀・羽釜、焼締

陶器の甕・擂鉢などが出土している。他に「理」字を刻印した平瓦、土馬の脚、竈の破片がある。

SN２（図 17）		SL ３の北側で検出した水田遺構である。耕作土は１層で、深さは 0.2 ｍである。

瓦、瓦器の椀が出土している。

SD５（図 17）	 	 SN １の下部で検出した、SL３に平行した東西の溝である。断面は逆台形で、

幅は 0.5 〜 0.6 ｍ、深さは 0.2 〜 0.4 ｍである。埋土は暗灰黄色粘質土で、平瓦、瓦器の鍋が出土

している。

４）江戸時代の遺構

SK４（図 17）	 	調査区の北東隅で検出した不整形な土坑である。埋土は黄褐色砂で、洪水時に

浸食した箇所に砂が堆積したものと思われる。長さ 1.15 ｍ以上、幅 0.55 ｍ以上である。SL３を

切っている。寛永通寳が出土している。

－ 22－



－ 23－

図 17　２区遺構実測図（１：50）



４．遺　　物

（１）遺物の概要（表３）

今回出土した遺物は、整理箱で 60箱、内９箱は木製品である。弥生時代から江戸時代までのも

のがある。内容は土器類が最も多く、次いで木製品が多い。その他、石製品、金属製品、土製品

が出土している。

弥生時代の石刀、古墳時代の須恵器の杯が後世の遺構・包含層から出土している。

長岡京期の遺物には、土師器の甕・皿、須恵器の杯、土製品のカマド・土馬、「理」字を刻印し

た平瓦がある。

平安時代の遺物には、土師器の甕・皿・杯、須恵器の甕・杯、緑釉陶器の椀、灰釉陶器の椀な

どがある。

室町時代の遺物には、土師器の皿、瓦器の椀・皿・鍋・羽釜・火舎、焼締陶器の備前焼・信楽焼の甕・

擂鉢、輸入磁器の青磁椀・白磁椀、銭貨（天聖元寳・熙寧元寳、元豊通寳、元祐通寳、永楽通寳）、

木製品の漆器杯、箸・椀・柿経・下駄・木球・曲物・桶、金属製品の小刀、石製品の砥石、土製

品の鞴の羽口・鋳型、他に鉄滓などがある。

江戸時代の遺物には、土師器の皿、焼締陶器の信楽焼の甕・擂鉢、施釉陶器の椀、肥前磁器（染

付）の椀・皿、木製品の漆器杯、箸・下駄・曲物・桶・折敷、銭貨（寛永通寳）、金属製品の鉄釘・

煙管、石製品の砥石・硯などがある。
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（２）土器類

１）１区出土の土器類

古墳時代の土器類（図 18、図版 10）

整地層出土土器（１）		須恵器の の体部である。回転を利用したナデ調整

を施す、ヘラキリのまま無調整である。復元体部径 8.2 ㎝、残存高 3.2 ㎝で

ある。胎土・焼成ともに良好で、色調は灰色である。

室町時代後期から江戸時代初期の土器類（図 19・20、図版９・10）

SD41 出土土器（２・３）	 	ともに土師器の皿である。２は小型の手捏ね成形の皿で、復元口径

4.9 ㎝、器高 0.9 ㎝である。胎土に雲母・長石などの砂粒を若干含み、焼成は良好である。色調は

にぶい黄橙色である。３は口縁部のみの残存で、ヨコナデ調整を施す。復元口径 12.2 ㎝、胎土に

長石・石英などの砂粒を若干含み、焼成は良好である。色調はにぶい灰白色である。

SK60 出土土器（４）		丸味を帯びた底部から、口縁部が外上方にのびる小型の土師器の皿である。

底部を焼成後、穿孔している。磨滅が激しく調整は不明である。復元口径6.2㎝、器高1.7㎝である。

胎土に長石・石英などの砂粒を若干含み、焼成は良好である。色調は灰白色である。

P72 出土土器（５）	 	平坦な底部から、体部が短く外上方にのびる小型の土師器の皿である。口

縁部はヨコナデ調整を施す。復元口径 6.4 ㎝、器高 1.0 ㎝である。胎土に雲母・チャートなどの

砂粒を若干含み、焼成は良好である。色調は浅黄橙色である。

SD114 出土土器（６）	 	平坦な底部から、体部が短く外上方にのびる小型の土師器の皿である。

内面に二次焼成を受けた箇所がある。口縁部はヨコナデ調整、底部は無調整である。復元口径 7.0

㎝、器高 1.1 ㎝である。胎土に長石・石英・チャートなどの砂粒を若干含み、焼成は良好である。

色調は浅黄橙色である。

SK99 出土土器（７・８）	 	７は平坦な底部から、体部が短く外上方にのびる小型の土師器の皿

である。口縁部・内面はヨコナデ調整、底部は無調整である。復元口径 6.0 ㎝、器高 1.3 ㎝である。

胎土に雲母・長石・チャートなどの砂粒を若干含み、焼成は良好である。色調はにぶい橙色である。

８は瓦質土器の羽釜である。直立する口縁部に鍔を貼り付けたもので、口縁端部は外傾し端部

上面に浅い段がめぐる。ナデによる調整を施す。胎土に雲母・長石・石英などの砂粒を若干含み、

焼成は良好である。色調は黄灰色である。

P234 出土土器（９）		土師質土器の小壷である。手捏ね成形で、口径 2.2 ㎝、器高 2.65 ㎝である。

胎土・焼成とも良好で、色調は灰白色である。

SK370 出土土器（10）		土師質土器の小壷である。手捏ね成形で、口径 2.3 ㎝、器高 2.6 ㎝であ

る。胎土・焼成とも良好で、色調は灰白色である。

SD50 出土土器（11）		常滑の甕の口縁部である。胎土・焼成とも良好で、色調は黄灰色である。

SD255 出土土器（12〜 22）	 	 12 〜 15 は土師器の皿である。12は丸味を帯びた底部から、体
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図 18　１区出土土
器実測図１［古墳時
代］（１：４）



部が短く外上方にのびる小型の皿で、底部は若干凹む。口縁部・内面はヨコナデ調整、他は無調

整である。口径 6.6 ㎝、器高 1.25 ㎝である。胎土に雲母・長石・チャートなどの砂粒を若干含み、

焼成は良好である。色調はにぶい黄色である。13・14は平坦な底部から、体部が短く外上方にの

びる小型の皿である。口縁部・内面はヨコナデ調整、他は無調整である。13 は復元口径 8.3 ㎝、

器高 1.75 ㎝、14は復元口径 9.8 ㎝、器高 1.9 ㎝である。ともに胎土に長石などの砂粒を若干含み、

焼成は良好である。色調は、どちらもにぶい黄色である。15は体部が外湾気味に外上方にのび、

口縁端部は短く立ち上がり丸味を帯びる。口縁部・内面はヨコナデ調整、体部上半に指オサエ痕

が残る。胎土に雲母・長石などの砂粒を含み、焼成は良好である。色調は暗灰黄色である。

16は土師質土器の鍋である。体部・底部は半球形で、口縁部は外方へ開き、端部は内側に突出

し断面楔形になる。復元口径は 28.2 ㎝である。体部はケズリののちナデ、口縁部内面は板状の工

具で強くナデている。他はヨコナデ調整で、内外面にススが付着している。胎土・焼成とも良好で、

色調は褐灰色である。

17 は瓦質土器の壷である。口縁部は体部から短く直立し、端部は丸味を帯びる。復元口径は

14.0 ㎝である。全体にナデ調整を施し、口縁部外面にはヘラミガキがみられる。胎土に石英・長石・

－ 26－

図 19　１区出土土器実測図２［室町時代後期から江戸時代初期］（１：４）



チャートなどの砂粒を若干含み、焼成は良好である。色調は黒色である。

18 〜 22 は施釉陶器である。18・19 は美濃・瀬戸系の天目椀である。ロクロ成形で、体部下

半は回転を利用したヘラケズリ、高台部は削り出している。体部下半・底部を除き、黒褐色の釉

が掛かっている。18は復元口径 11.7 ㎝、19は復元口径 11.0 ㎝、器高 6.15 ㎝である。20は美濃・

瀬戸系の椀である。ロクロ成形で、体部下半・底部を除き、灰白色の釉が掛かっている。復元口径5.3

㎝、器高 8.0 ㎝である。21は志野の皿で、ロクロ成形である。底部内面を除き灰白色の長石釉が

施されている。口径11.5㎝、器高2.7㎝である。内底面・底部に目跡が残る。22は唐津の皿である。

ロクロ成形で、体部下半・底部を除き、灰オリーブ色の釉が掛かっている。口径 12.4 ㎝、器高 3.6

㎝である。内底面に目跡が残る。

SD323 出土土器（23〜 26）	 	 23・24 は土師器の皿である。平坦な底部から、体部が短く外上

方にのびる皿で、口縁部・体部内面はヨコナデ調整、内底面は仕上げナデ、他は未調整である。

23には体部に指オサエ痕が残る。23は復元口径9.8 ㎝、器高 1.85 ㎝である。24は口径 11.95 ㎝、

器高 2.15 ㎝である。胎土に長石・石英・チャートなどの砂粒を若干含み、焼成は良好である。色

調はにぶい黄橙色である。

25は土師質土器の鍋である。体部・底部は半球形で、口縁部は外方へ開き、端部は外方に若干

肥厚する。復元口径は 34.0 ㎝である。体部はケズリののちナデ、他はヨコナデ調整で、内外面に

ススが付着している。胎土・焼成とも良好で、色調は黄灰色である。

26 は備前の焼締陶器の擂鉢である。10 条１単位の櫛書きの擂目が、底部から上方に刻まれて

いる。口縁部に重ね焼きの痕跡が残る。復元口径 28.7 ㎝、器高 12.95 ㎝、復元底径 14.4 ㎝である。

SD151 出土土器（27〜 29）	 	 27・28 は土師器の皿である。丸味を帯びた底部から、体部が短

く外上方にのびる小型の皿である。27は底部が凹む。口縁部・内面はヨコナデ調整、他は無調整

である。27は口径6.4㎝、器高1.45㎝である。28は口径6.9㎝、器高1.55㎝である。胎土に雲母・

長石・チャートなどの砂粒を若干含み、焼成は良好である。色調は灰黄褐色である。

29は備前の焼締陶器の口縁部が玉縁になる大甕である。

SD170 出土土器（30〜 49）	 	 30 〜 40 は土師器の皿である。30は体部・口縁部がゆるやかに

外反するいわゆる「へそ皿」である。口縁部・内面はヨコナデ調整を施す。復元口径 7.0 ㎝、器高 1.7

㎝である。胎土に長石・チャートなどの砂粒を含み、焼成はやや良好である。色調は黄橙色である。

31〜 34は底部から体部が明瞭に屈曲して外反する。無調整の底部を除いてヨコナデ調整を施す。

口径は 7.3 〜 9.5 ㎝、器高 1.2 〜 1.55 ㎝である。胎土に雲母・長石・チャートなどの砂粒を含み、

焼成は良好である。色調はにぶい黄橙色である。35 〜 38 は体部・口縁部が屈曲して外半する。

口縁部・内面はヨコナデ、他は無調整である。体部下半に指オサエ痕が残るものがある。口径は 7.6

〜 11.7 ㎝、器高1.6〜 2.55㎝である。胎土に長石・チャートなどの砂粒を含み、焼成は良好である。

色調は 35・37 はにぶい黄橙色、36は黄灰色、38は浅黄橙色である。39・40 は丸味を帯びた底

部から、口縁部が外上方にのびる皿である。40は口縁部と内底面の間に浅い圏線がめぐり、口縁

部に炭素が付着している。口縁部・内面はヨコナデ、他は無調整である。39は口径8.75㎝、器高2.1
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㎝である。28 は口径 10.7 ㎝、器高 1.8 ㎝である。胎土に雲母・長石・チャートなどの砂粒を若

干含み、焼成は良好である。色調は黄灰色である。

41・42 は土師質土器である。41は鍋で、体部・底部は半球形で、口縁部は外方へ開き、端部

は外方に若干肥厚する。体部はケズリののちナデ、他はヨコナデ調整で、内外面にススが付着し

ている。胎土・焼成とも良好で、色調は黄灰色である。42は羽釜で、直立する口縁部に鍔を貼り

付けたもので、口縁端部は外傾し口端部外面に２条の浅い段がめぐる。復元口径は 34.2 ㎝である。

ナデによる調整を施す。

43は常滑の焼締陶器の甕である。

44は唐津の施釉陶器の皿である。高台は削り出しであるが、端面に糸切りの痕跡が残る。体部

下半・底部を除き、灰オリーブ色の釉が掛かっている。口径 12.55 ㎝、器高 2.4 ㎝、高台径 4.0

㎝である。内底面に３箇所の目跡が残る。

45〜 47 は瓦質土器である。45は鍋で、内湾気味に外上方にのびる体部から強く外方に屈曲し
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た口縁部をもつ。体部外面は密に指オサエが施され、凹凸が激しい。内面は丁寧に刷毛調整を施す。

復元口径 30.8 ㎝である。胎土に長石・雲母・チャートなどの砂粒を含み、焼成は良好である。色

調は灰黄色である。46は羽釜で、直立する口縁部に鍔を貼り付けたもので、口縁端部は外傾し口

端部外面に２条の浅い段がめぐる。復元口径 28.0 ㎝である。体部外面は凹凸が激しく指オサエが

目立つ。内面は丁寧に刷毛調整を施す。胎土・焼成ともに良好で、色調は灰黄色である。47は小

壷で、手捏ね成形で球形の体部をもち、口縁は短く立ち上がる。復元口径は 2.3 ㎝である。胎土・

焼成ともに良好で、色調は灰白色である。

48・49は瓦器の椀である。体部・口縁部はほぼ直線的に外上方にのび、口縁端部は丸味を帯び

る。高台は付かない。口縁部・内面はヨコナデ、体部・底部は指オサエを施す。内面に粗い同心

円の暗文が施される。胎土・焼成ともに良好で、色調は黒色である。

江戸時代後期の土器類（図 21、図版 10）

整地層出土土器（50〜66）		50〜54は土師器の皿である。50〜52は小型の手捏ね成形の皿で、

口径 5.5 ㎝、器高 1.1 〜 1.25 ㎝である。胎土に石英・長石などの砂粒を含み、焼成は良好である。

色調は 50 は浅黄橙色、51・52 はにぶい黄橙色である。53 は丸味を帯びた底部から、口縁部が

外上方にのびる皿である。口径 9.2 ㎝、器高 1.9 ㎝である。54は底部から体部が明瞭に屈曲して

外反する。口縁部と内底面の間に浅い圏線がめぐる。復元口径10.8㎝、器高1.6㎝である。口縁部・

内面はヨコナデ、他は無調整である。54は体部下半に指オサエ痕が残る。胎土に石英・長石・チャー

トなどの砂粒を含み、焼成は良好である。色調は灰白色である。

55〜 61 は土師質土器である。55は鉢で、丸味を帯びた底部から内湾して上方にのび、口縁部

は内に入り込む。復元口径は7.8㎝である。胎土に石英・長石などの砂粒を含み、焼成は良好である。

色調は灰白色である。56〜 60は手捏ね成形の小壷である。口径 2.1 〜 2.6 ㎝、器高 2.1 〜 3.2 ㎝

である。胎土・焼成とも良好で、色調は灰白色である。61は鍋で、体部・底部は半球形で、口縁

部は外方へ開き端部は外方に若干肥厚する。復元口径は28.2㎝である。体部はケズリののちナデ、

他はヨコナデ調整で、内面にススが付着している。胎土・焼成とも良好で、色調は黄橙色である。

62は染付磁器の椀である。外面を４区画に分け、角区に松樹文を描く。内底面に圏線の中に松樹、

口縁内部にくずれた雷文を描く。口径 10.4 ㎝、器高 6.15 ㎝、高台径 4.3 ㎝である。

63・64は国産磁器（白磁）である。63は小型の筒形椀、64は小型の平椀である。63は口径 5.8

㎝、器高 6.7 ㎝、高台径 4.0 ㎝、64は口径 6.0 ㎝、器高 3.1 ㎝、高台径 2.2 ㎝である。

65・66 は施釉陶器である。65は京・信楽系の施釉陶器の椀である。外面に赤・緑・白の３色

で草花文を描く。口径 8.8 ㎝、器高 5.75 ㎝、高台径 2.8 ㎝である。66は唐津の皿である。高台は

削り出しであるが、端面に糸切りの痕跡が残る。体部下半・底部を除き、灰オリーブ色の釉が掛かっ

ている。口径 12.3 ㎝、器高 3.6 ㎝、高台径 4.4 ㎝である。内底面に３箇所の目跡が残る。

SK１出土土器（67・68）		土師器の皿である。67は小型の手捏ね成形の皿で、復元口径 5.3 ㎝、

器高 1.15 ㎝である。胎土に石英・長石などの砂粒を含み、焼成は良好である。色調はにぶい黄橙
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色である。68は丸味を帯びた底部から、口縁部が外上方にのびる皿である。口径 8.1 ㎝で、胎土

に石英・長石・チャートなどの砂粒を含み、焼成は良好である。色調は橙色である。

SK149 出土土器（69〜 71）	 	 69・70 は丸味を帯びた底部から、口縁部が外上方にのびる土師

器の皿である。70は口縁部と内底面の間に圏線がめぐる。69は復元口径8.2㎝、70は復元口径9.3

㎝である。胎土・焼成はともに良好である。色調は 69がにぶい黄橙色、70は褐灰色である。

71は国産磁器（青磁）の小型の平椀である。緑白色の釉が施されるが、内底面の外周は露胎で、

重ね焼きの痕跡が認められる。口径 8.3 ㎝、器高 3.6 ㎝、高台径 3.3 ㎝である。

SK185 出土土器（72）		小型の手捏ね成形の土師器の皿で、口径 5.4 ㎝、器高 1.3 ㎝である。胎

土に石英・長石などの砂粒を含み、焼成は良好である。色調はにぶい黄橙色である。

SK322 出土土器（73）	 	丸味を帯びた底部から、口縁部が外上方にのびる土師器の皿で、口縁

部と内底面の間に圏線がめぐる。復元口径 9.6 ㎝、胎土・焼成はともに良好である。色調はにぶ
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い橙色である。

SK150 出土土器（74）	 	土師質土器の鍋である。復元口径 28.0 ㎝で、胎土・焼成はともに良好

である。色調はにぶい黄橙色である。

SK250 出土土器（75 〜 79）	 	 76 〜 78 は土師器の皿である。75 は小型の手捏ね成形の皿で、

口径 5.2 ㎝、器高 1.2 ㎝である。胎土に石英・長石などの砂粒を含み、焼成は良好である。色調

は灰黄色である。74〜 78は丸味を帯びた底部から、口縁部が外上方にのびる皿である。口縁部・

内面はヨコナデ、他は無調整である。78 は体部下半に指オサエ痕が残る。口径は 8.5 〜 9.0 ㎝、

器高 1.2 〜 2.2 ㎝である。胎土に石英・長石などの砂粒を含み、焼成は良好である。色調は 76が

灰白色、77はにぶい橙色、78は灰黄色である。

79は土師質土器の鉢である。丸味を帯びた底部から内湾して上方にのび、口縁部は内に入り込

む。復元口径は 8.2 ㎝である。胎土・焼成とも良好である。色調は暗灰色である。

SK141 出土土器（80・81）		80 は美濃・瀬戸系の鉄釉の小型の水注である。胴部から上半に黒

褐色の釉が掛かる。底部は削り出している。

81は信楽の焼締陶器の擂鉢である。３条１単位の櫛書きの擂目が、底部から上方に密に刻まれ

ている。内底面は５条１単位の櫛書きの擂目が、上下３単位が交差して刻まれている。復元口径

36.2 ㎝、器高 14.2 ㎝、復元底径 15.0 ㎝である。

２）２区出土の土器類

長岡京期の土器類（図 22、図版 10）

SK７出土土器（82 〜 86）	 	 82 〜 85 は土師器の皿である。

表面の磨滅が激しく詳細な調整の観察はできない。85 は口径

18.05 ㎝、器高 3.8 ㎝である。他の皿の復元口径は 14.9 〜 15.9

㎝、器高は 1.85 〜 2.7 ㎝である。胎土に長石・石英・などの砂

粒を含み、焼成は良好である。色調は橙色である。

86は須恵器の杯身である。底部から屈曲して体部・口縁部が

長線的に外上方にのび、口縁端部は丸味を帯びる。底部と体部

の境に台形の高台が付く。口縁部・体部はロクロナデを施す。

口径 15.7 ㎝、器高 6.2 ㎝、高台径 11.0 ㎝である。胎土・焼成

ともに良好で、色調は灰白色である。
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（３）木製品

１）室町時代後期から江戸時代初期の木製品（図 23、図版 11）

漆器皿（87）		全面に黒漆を塗った台付の皿である。高台内部に赤漆で「吉？」と書かれている。

口径 11.14 ㎝、高台径 7.6 ㎝、器高 3.45 ㎝である。１区の SD323 から出土した。

椀（88・89）	 	体部・口縁部が若干内湾するが、ほぼ直線的に外上方にのび、低い高台をもつ

椀である。88は柾目横木取り、89は板目横木取りされたアラガタを用いて轆轤成形されている。

高台内は手削りで調整されている。器壁には轆轤目が残り、成形後は細かな調整はされずに使用

されている。88 は口径 14.6 ㎝、高台径 8.0 ㎝、器高 6.8 ㎝、89 は口径 17.4 ㎝、高台径 7.1 ㎝、

器高 7.7 ㎝である。88は１区の SD255、89 は１区の SD50 から出土した。

下駄（90・91）	 	丸型の連歯下駄である。90は後歯の部分で両横緒の孔が穿たれている。かな

り使い込まれたとみえ、歯の磨滅が激しい。91も後歯の部分と思われるが、横緒の孔は認められ

ない。90は現存長 12.1 ㎝、幅 8.9 ㎝、高さ 1.4 ㎝、91は現存長 10.8 ㎝、現存幅 6.8 ㎝、高さは

2.35 ㎝である。90は１区の SD323、91 は１区の SD255 から出土した。

木球（92・93）		円盤状の木製品で、毬杖遊びで使用される木球と思われる。側面は平滑に削り、

上・下面は粗く面取りされている。93は上・下面の中央部が凹み真ん中に孔が穿たれており、別

の用途も考えられる。92は径 4.3 ㎝、厚さ 2.9 ㎝、93 は径 4.6 ㎝、厚さ 2.8 ㎝である。いずれも

１区の SD255 から出土した。

柄杓（94・97）	 	 94 は柄杓などに用いられる小型の曲物の底板である。平面を釶風の工具で平

滑にしている。径 8.4 ㎝、厚さ 0.9 ㎝である。97は柄杓の柄である。柄の先端は尖り、先端から

11.4 ㎝のところに曲物を固定する木釘孔が認められる。断面は矩形で、長さ 41.6 ㎝、幅 2.4 ㎝、

厚さ 1.0 ㎝である。いずれも１区の SD255 から出土した。

箸（95・96）		割木を八面体になるように粗く削り、両端を尖らせている。長さは 95が 22.7 ㎝、

96が 22.8 ㎝で、ともに７寸の箸である。いずれも１区の SD255 から出土した。

棒（98）	 	断面隅丸矩形の棒状の木製品である。棒の一端の両側に切込みを入れ、途中で切断し

ているが、他端の片面には目盛状の線刻が施されている。線刻の間隔は 1.0 ㎝、1.2 ㎝、1.5 ㎝と

ばらばらで統一した基準はない。現存長 51.25 ㎝、幅 2.9 ㎝、厚さ 1.15 ㎝である。用途は不明で

ある。１区の SD255 から出土した。

曲物（99）	 	曲物の底板である。平面を釶風の工具で平滑にしている。側面に側板を結合するた

めの木釘穴が認められる。復元径 25.0 ㎝、厚さ 0.9 ㎝である。１区の SD151 から出土した。

折敷（100・101）		折敷の底板である。角を削って丸くしてある。側板を結合するための木釘穴が、

100 では一辺に４箇所、101 では一辺に３箇所穿たれている。101 には再利用された時の刃物に

よる切傷が認められる。100 は長さ 23.0 ㎝、現存幅 7.8 ㎝、厚さ 0.4 ㎝、101 は長さ 28.85 ㎝、

現存幅 8.8 ㎝、厚さ 0.7 ㎝である。いずれも１区の SD170 から出土した。

板（102）	 	板状の木製品である。箱物の底板と考えられるが、一部に刃物による切傷が認めら
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れる。長さ44.3 ㎝、現存幅15.35 ㎝、厚さ0.9

〜1.1㎝である。１区のSK342から出土した。

他に、１区の SD50 から柿経と思われる

薄板に墨書したものが出土しているが、「南」

という字以外は文字の判読はできない。

２）江戸時代後期の木製品（図 24、図

版 11）

漆器皿（103・104）	 	漆器の台付の皿であ

る。103 は内面に赤漆、外面には黒漆を塗っ

た上にほぼ等間隔に３箇所に銀泥で丸に三階

菱を描いている。口径 10.0 ㎝、器高 3.15 ㎝、

高台径 5.0 ㎝である。104 は、103 と器形・

意匠・寸法ともに一致している。外面に描か

れた文様（御所車に旗）は異なるが、同一の

工房で作成されたものと思われる。いずれも１区の SK321 から出土した。

木札（105）	 	上部の両端を削って中央を尖らせ、先端部下約 1.5 ㎝の所に孔が穿たれている。

穿孔は両側からなされ、ほぼ中央で貫通している。長さ 9.5 ㎝、幅 6.85 ㎝、厚さ 1.7 ㎝である。

孔に紐を通して木札として使用されたものであろう。墨書がなされた可能性が考えられるが判読

は不能である。１区の SK265 から出土した。

下駄（106・107）		連歯下駄である。106 は角型の小型下駄で、前壷はほぼ中央に穿たれており、

後歯は台より外側にはみ出している。長さ 13.1 ㎝、幅 5.3 ㎝、高さ 2.65 ㎝である。107 は前歯

の一部と思われ、現存長 11.0 ㎝、現存幅 9.45、高さ 6.8 ㎝である。106 は１区の SK182、107

は１区の SK376 から出土した。

（４）その他の遺物

１）瓦類（図 25、図版 12）

平瓦（108）	 	裏面に、四角内に「理」の刻印がある。２区の SN１の埋土から出土した。磨滅

が激しいため、調整の細かい観察はできない。

２）石製品（図 25、図版 12）

石刀（109）	 	粘板岩製の石刀である。両面に研磨により平滑に仕上げられ、両側面には敲打痕

が認められる。長さ 15.1 ㎝、幅 4.2 ㎝、厚さ 1.05 ㎝である。１区の SD255 から出土した。

砥石（110 〜 112）	 	 110 は凝灰岩製の砥石である。長さ 7.6 ㎝、幅 8.45 ㎝、厚さ 2.55 ㎝、重

さ 229g である。使用面以外は割れ面または加工面である。111 は砂岩製の砥石である。長さ 9.0
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㎝、幅 5.6 ㎝、厚さ 1.85 ㎝、重さ 90g である。使用面以外は割れ面または自然面である。112

は短冊形をした粘板岩製の砥石である。長さ 15.45 ㎝、幅 3.05 ㎝、厚さ 0.8 ㎝、重さ 23g である。

110・111 は１区の整地層、112 は１区の SE160 から出土した。

硯（113）	 	長方形で小型の粘板岩製の硯である。陸部と海部の区別はなく、硯面の真ん中が使

用によって凹んでいる。長さ 8.4 ㎝、幅 4.3 ㎝、厚さ 1.3 ㎝、重さ 58g である。１区の SD151 か

ら出土した。

３）金属製品（図 25、図版 12）

小刀（114）	 	鉄製の刀身と真鍮の小柄からなる小刀である。刀身は断面三角形で、柄の断面は

一面は平坦で、他面は丸味を帯びる。小柄の長さ 9.35 ㎝、幅 1.3 ㎝、棟の幅は 0.35 ㎝である。

１区の SD151 から出土した。

煙管（115・116）	 	 115 は雁首である。椀形の火皿をもち、脂返しは短く、首部につながる。

径長さ 6.0 ㎝、首部の幅 0.8 ㎝、火皿の径は 1.5 ㎝である。116は吸口で、肩部は断面八角形になる。

長さ 8.0 ㎝、肩部の幅 1.1 ㎝である。いずれも１区の整地層から出土した。

銭貨（117 〜 122）	 	 117 は北宋銭の天聖元寶（初鋳年 1023 年）である。銭径 2.4 ㎝で、１区

の SE160 から出土した。118 は北宋銭の熙寧元寶（初鋳年 1068 年）である。銭径 2.4 ㎝で、１

区の整地層から出土した。119 は北宋銭の元豊通寳（初鋳年 1078 年）である。銭径 2.5 ㎝で、

１区の SK155 から出土した。120 は北宋銭の元祐通寳（初鋳年 1086 年）である。銭径 2.4 ㎝で、

１区の SE160 から出土した。121 は明銭の永楽通寳（初鋳年 1408 年）である。銭径 2.5 ㎝で、
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１区のSK139から出土した。122は寛永通寳である。銭径2.2㎝で、１区のSK149から出土した。

４）土製品（図 25、図版 12）

土馬（123）		祭祀品の土馬の脚部である。２区の盛土から出土した。

カマド（124）		カマドの上部の庇部分である。２区の SN１から出土した。

土鈴（125）		底径 3.4 ㎝、残存高 5.4 ㎝の比較的大型の鈴である。１区の整地層から出土した。

小玉（126）	 	小型で扁平な円形の玉である。中央よりやや上に径約 0.1 ㎝の孔が穿たれている。

径 1.0 ㎝、厚さ 0.4 ㎝で、１区の P95 から出土した。

遊技具（127）	 	小判形の土板の上に突起、短辺に平行して２条の突起が表現されている。型お

こしで成形されている。ミニチュアの遊技具だと思われる。長さ 4.5 ㎝、幅 2.5 ㎝、厚さ 1.2 ㎝で

ある。１区の整地層から出土した。

陶製円盤（128・129）	 	焼締陶器の擂鉢の体部の破片を打ち欠いて円形にした土製品で、おは

じきなどの遊技具として使用されたものと思われる。128 は長さ 4.3 ㎝、幅 4.6 ㎝、厚さ 1.4 ㎝で、

１区の整地層から出土した。129 は長さ 5.65 ㎝、幅 5.6 ㎝、厚さ 1.0 ㎝で、１区の SD255 から

出土した。

羽口（130）	 	スサ入りの粘土で作られた、鞴の羽口である。被熱して赤変しており、一部に金

属滓が付着している。復元径 10.0 ㎝、残存長 6.5 ㎝である。１区の SD255 から出土した。

（５）自然遺物

種実の同定（図 26・27、表４）

SK245 は、木本はアラカシの堅果・キイチゴ属・アカメガシワ・ヤダケ属がみられた。アラカ

シは庭木に、キイチゴ属とアカメガシワは日当たりのよい場所に生育する。草本はノミノフスマ・

タカサブロウ・カヤツリグサ属（扁平）が多い。ノミノフスマは耕作地かその周辺に、タカサブ

ロウは水田雑草で、カヤツリグサは湿地や水田で見られる。

SD40 北端は、木本はなく、草本のノミノフスマが多い。イネの穎（籾殻）が少しみられた。

SD50 北端は、木本はクルミ類・モモといずれも可食できるものであった。草本はタデ科（三稜 )・

ノミノフスマ・アブラナ科・ミズキンバイ・タカサブロウヒエ属・スズメノテッポウが多い。タ

デ科（三稜 )・ノミノフスマ・アブラナ科は耕作地周辺に、ミズキンバイは水湿性の場所に、タカ

サブロウ・ヒエ属？・スズメノテッポウは水田・耕作地に生育する。

SD50 東西セクションは、木本はマダケかメダケの仲間があり生育していたか廃棄されたかは

不明。草本は多量のタデ科（三稜 )・ノミノフスマ・エノキグサ・ウリ類・ナス・イネ科穎・スズ

メノテッポウが見られる。エノキグサは畑・道端に、ウリ類･ナスは人為的に廃棄されたと思われる。

SK182 は、木本はハンノキ属の球果・果実・果鱗がみられた。ハンノキ属は湿地や川岸など湿っ

た所に生育する。草本はタカサブロウが多い。

SK183 は木本はハンノキ属とアカメガシワがみられた。草本はイネ穎（籾殻）が多く見られた。
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表４　種実等一覧表
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図 26　種実等１
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図 27　種実等２



５．ま		と		め

今回の調査によって、大藪遺跡・大藪城跡の東限域の様相を明らかにすることができた。

大藪遺跡に関しては、遺跡の東限域に近く、微高地から桂川の後背湿地に移る地点に立地して

いるため、弥生時代の遺構を検出することはできなかった。遺物も弥生時代のものと思われる石

器（石刀）が１点出土したが、弥生土器は出土しなかった。しかし、古墳時代後期の須恵器の杯身・

蓋、 が出土しているので、周囲に関連の遺構が検出される可能性があると考えられる。

また、長岡京の北限より約２町北、東四坊坊間西小路の中軸線北延長線より東３ｍに位置する

２区で、長岡京期の遺構を検出している。

大藪城跡に関しては、調査区の西端から約 15ｍまでは居住区と思われ、掘立柱建物、柱穴、柵、

土坑などを密集した状態で検出した。居住区は、溝（SD170）によって区画されている。居住区

より東側は、幅約 25ｍの範囲に、南北の堀状の溝が２条（SD40・255）並行して掘られている。

さらに、SD40 の底部には３条の溝（東より SD41 → SD50 → SD114）、SD255 の西肩部に沿っ

て SD322 が掘られている。これらの溝に接続する東西の溝（SD151）も検出しており、城内に

水路が掘り巡らされていて、水路を使った移動が行われていたと考えられる。外側の堀（SD40）

の東側では、柱穴が密集して検出され、掘立柱建物が建つことがわかった。また、同定した種実

から、水路は滞水し耕作地・水田に伴うような植生がみてとれ、SD50 では食物残滓と思われる

ものが出土しているが、SD40 では見られず、居住域が変化した可能性が推測されるなど、大藪

城跡の東限域の様相を明らかにすることができた。特筆すべき遺物として、鞴の羽口、鋳型と思

われる土製品、金属滓などが出土しているが、鋳造を行ったと思われる遺構は検出していない。

また、江戸時代の後期に２度大規模な造成工事を行っていることがわかった。整地層は室町時

代の遺構面を覆っていることから、江戸時代の初頭から後期にかけての時期に、当地は非居住、

非生産地域となっていた可能性がある。江戸時代後期に、人口増加などの原因によって、集落を

大藪街道より東に拡張したと思われる。さらに、西半部は再度整地が行われ、東半部より一段高

くなり宅地として、東半部は生産域（水田）として利用されるようになったと考えられる。
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